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1．はじめに
数学者Charles Hutton（1737－1823）の『簿記書』は，Hatfield［1924］
および Littleton［1933］で取り上げられ，1875（明治8）年の宇佐川秀次
郎訳『日用簿記法』の原著書としても有名である。この翻訳書と原著書の研
究は，西川［1942］，［1954］，［1982］および鈴木［1986］においてなされて
いる。また，西川［1942］，［1954］，［1982］，久野［1979］および鈴木［1986］
において，約1世紀にわたり版を重ねた各『簿記書』の書目の一部がBrown
ed．［1905］，Murray ed．［1930］，Yamey et al．［1963］などからの引用によ
り掲げられているが，各『簿記書』を直に手にされた形跡はないようである。
当時は，各版の原著書を手に入れようとしても困難な状況があり，その意味
でHutton の『簿記書』研究には限界があったといわねばならない。
しかし，近年のインターネットの発展により情報の収集が容易になり，ま
た著作権の消滅した旧い文献のコピー版が出版され，アマゾンを経由して原
著書を手にすることができるようになった。また，西川［1942］において
ニューヨークハーウッド会計図書目録からHutton の『簿記書』の書目の引
用があるが，これらの『簿記書』は現在では久留米大学のハーウッド文庫に
納められており，マイクロフィルムとともに閲覧することができる。さらに
先達がおそらく手にされなかったであろうCharles Hutton の伝記もコピー
版を購入することができる。
これらのHutton の『簿記書』とHutton の経歴を照らし合わせてみると，
先行研究の疑問に対する答えが見えてくる。その1つに，A complete treatise
on practical arithmetic and book-keeping: both by single and double entry:
adapted to the use of schools1の初版の出版年がある。
本稿では，最新の資料を織り交ぜながら，なぜ数学者であるHutton の『簿
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記書』がHatfield［1924］で取り上げられたのか，Hutton の経歴，Hutton
の『簿記書』を検証し，上記『簿記書』の初版についての仮説を提示する。
2．なぜCharles Hutton なのか
Hatfield の論文が1924年に米国会計士協会American Institute of
Accountants（現米国公認会計士協会American Institue of Certified Public
Accountants）の機関誌The Journal of Accountancy に掲載された。この論
文は，米国会計学担当大学教員協会American Association of University
Instructors in Accounting（現米国会計学会American Accounting Association）
第8回大会（1923年）において，Hatfield が“An Historical Defense of
Bookkeeping”（「簿記の歴史的弁護」）の題目のもとに行った講演に基づき
執筆したものである2。
Hatfield［1924］は，会計の現状を次のように述べる3。
「大学で会計を教える我々は，会計を邪魔者とみる同僚により侮りを受け
てきた。」「会計は，J. McKeen Cattell によれば，悲しいかな疑似科学とさ
れる。その成果は，サロンにも国立アカデミーにも展示されることはない。
現実主義者，理想主義者および現象論者もそれについて議論しない。ヒュー
マニストは，我々を無限について考えたり，物事の難解な精神を捜し求める
代わりに，金儲けに精を出すケチな人間と見下す。科学者および技術者は，
我々を何事かを為しとげるのではなく，記録するのに有能な者として軽蔑す
る。（中略）会計に対する侮りは，大学内に限られるものではなく，ほとん
ど一般的である。それは，話題にされないこと，会計学を専攻する人への恩
着せがましさ，洗練された文学作品から排除されていることによって明らか
である。」（Hatfield［1924］，p．241．）
このように，会計学者および会計に対して社会的な評価が低いことに対し
て，Hatfield は反論を試みる。その手始めに，完璧でなくとも，少なくとも
おおよそ確立していることが社会的に尊敬を得るとして，⑴家柄と血統，⑵
著名人との交友，および⑶社会にとっての有用性の3つの条件をあげ，会計
においてこれらの諸側面を検証する4（Hatfield［1924］，p．243．）。
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⑴について，世界最古の簿記書を著した近代会計学の父であるフランチェ
スカ派の修道士 Paciolo の経歴を披歴し，家柄をアッピールすると同時に彼
の『簿記書』の普及をもって血統を示す。Paciolo は，ペリユザ，ナポリ，
ピサ，フイレンツェ，ボローニャ大学などで教鞭をとり，1514年には法皇 Leo
10世により「全キリスト教国最高の学府」であるローマの Spienza の数学教
授に任命された。こうした家柄を有する Paciolo の『簿記書』は，その出版
後1世紀にわたり英国，ドイツ，フランス，イタリアおよびオランダなどで
修正，または Paciolo の名を伏せて改作され出版されることになる。（Hatfield
［1924］，pp．243‐244．）
⑵について，Paciolo が1496年に当時学芸の中心であったミランの
Ludovico il Moro 大公の宮廷に招かれるという最高の栄誉を受け，著名人と
の交友を行ったことがあげられる。その中でも Leonardo da Vinci との交友
は際立っていたといわれている。（Hatfield［1924］，p．244．）
これらの家柄と血統および著名人との交友は，尊敬に値するアカデミック
の起源である。
⑶について，簿記は偶然に生まれたのではなく，社会の要求により生まれ
たとする。簿記が15世紀末にあらわれた背景に，商業の発展にともなう個人
企業から小規模組合企業への転換があり，19世紀末になると商業が世界的規
模で拡大し，固定資本の増大を賄うために会社組織（所有と経営の分離）が
出現し，会計士が台頭するとそれに応じて簿記から会計へと発展する。
（Hatfield［1924］，pp．250‐251．）
このように，簿記・会計は，上記3つの条件を備えており，自然科学など
と同様に学問として社会的に尊敬を得るべき存在である。
ところで，Hutton の『簿記書』は，上記3つの条件のどれに位置づけら
れるのであろうか。Hatfield は，Paciolo の『簿記書』刊行の後の第2の簿
記書として著名なGramteus すなわち Schreiber により1518年に出版された
『簿記書』を取り上げる。彼は当時の最高位の数学者でもあった。さらに，
Jerome Cardann, Richard Garnett により出版された『簿記書』を取り上げ
る。彼らはいずれも数学者であった。このように簿記以外の分野で著名な学
者により簿記書が出版されたという事実は，この時期に簿記が尊敬を払われ
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ていたことを示している（Hatfield［1924］，p．247．）。
その後，Hatfield は，Brown ed．［1905］が1800年までの『簿記書』の著
述者として150人ほどをあげている中から著名な人物として3人列挙するが，
そのうちの1人がCharles Hutton である（Hatfield［1924］，p．248．）。これ
らの人物は，まさに数学者で『簿記書』を著した Paciolo の血筋をひくもの
である。
ここで，Hatfield が Hutton の『簿記書』を読んだのか，読んだとすれば
どの著書の何版かが気になるところである。カリフォルニア大学に，図表1
のように，Alexander Ingram編集による1807年刊行の新版が所蔵されてい
る。注目すべきは，タイトル頁見開きの左の頁の左上に，“HENRY RAND
HATFIELD 2695 LE CONTE AVENUE BERKELEY, CALIFORNIA”とい
うHatfield の氏名と住所をタイプで打った紙（シール？）が貼ってあること
である。Hatfield が蔵書をカリフォルニア大学に寄贈したのであろうか。そ
れはともかく，Hatfield が読んだとすればこの版であろう。本書を点検した
ところでは，書き込みなどはない。
図表1 カルフォルニア大学所蔵のHutton『簿記書』のタイトル頁見開き
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3．Charles Hutton の経歴および業績
Hatfield は，Hutton の経歴および業績について次のように述べている。
Charles Hutton は，炭鉱で育ち，18歳で数学の教師となり，後にウール
ウィッチ王立アカデミーの教授，さらに，王立協会の正会員となり外事秘書
となった。彼は，多くの優れた批評家により独創的で改良の余地のない重要
な方法と評された地球の密度の計算で世界的に有名になる。彼は，また円錐
切断面に関する著書を出版し，火薬に関する論文でコプリー賞を受賞し，エ
ディンバラ大学から法学博士を授与された。彼は，地球の重さを測ることが
できるほどの人物であったが，お高くとまることなく，世間の人々が専門学
校の校長や経営者だけが書くことの価値を見出すと考える簿記のテキストを
書いた（Hatfield［1924］，p．244．）
このHutton の経歴は，Littleton［1933］にもそのまま記述されているが，
西川［1942］はこれを引用している。ま
た，鈴木［1986］は，Concise Dictionary
of National Biography などの人名録か
ら引用している。しかし，Hutton の
『簿記書』を考察する場合に，彼の経
歴を把握することが重要である。その
ことによって，『簿記書』出版の全体
像がみえてくる。その経歴について，
図表2のBruce［1823］に詳細に描か
れている。本書は，50頁の小冊子であ
るが，Hutton がニューカッスルで学
校を開校した時の新聞広告が掲載され
ているなど貴重な文献である。ただ，
西川［1942］および鈴木［1986］にお
いて本書が読まれた形跡がなく，その
ことが西川［1942］等においてHutton
の『簿記書』初版の出版年についての
図表2 John Bruce によるHutton の伝
記のタイトル頁
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疑問を解決できなかった要因であったと考える。そこで，Bruce［1823］お
よびHowson［1982］5にもとづきHutton の経歴を詳しく述べる。
Hutton は，1737年にニューカッスル・オン・タインで出生，父親は炭鉱
の監督であった。彼が5歳の時に父親が亡くなったが，彼の母親はFrancis
Fraim というオールドロングベントン炭鉱の職長と再婚し，ニューカッスル
で育った（Bruce［1823］，pp．2‐3．）。当時，炭鉱街に育った子供は親と
同じく炭鉱で働くというのが一般的であった。この状況は，1941年米国で公
開され，アカデミー賞の作品賞や監督賞などを受賞したジョン・フォード監
督の「わが谷は緑なりき」（How green was my valley）に描かれた19世紀末
イギリス・ウェールズの炭鉱街の状況から類推できる。炭鉱で働くことを運
命づけられていたHutton が学校へ行くことになったのは，ある出来事によ
る。それは，7歳のとき仲間の喧嘩に巻き込まれ，左肘を怪我するというア
クシデントである。Hutton は，そのことを両親に心配をかけないようにと
内緒にしていて，両親が気づいて医者に連れて行ったときはすでに手遅れで
あった。そこで，両親は重労働の炭鉱で働くのは無理と考え，学校で勉強さ
せることにしたのである（Bruce［1823］，p．3．）。Hutton は地元の私学校
や修道士 Ivison 運営の学校で読み書きを勉強し，Ivison が辞めた後その後
を継いで教師となる。Hutton が18歳のときである。彼は，昼授業をした後，
夜になるとニューカッスルの学校で数学の勉強をした（Bruce［1823］，p．5．
and Howson［1982］，p．60．）。Howson［1982］には，「ニューカッスルは，
産業および漁業の中心として，数学を教える private school が充実していた。
18世紀初期の指導的数学者 James Jurin は，1709年にニューカッスルグラ
マースクールの校長に任命された。Jurin は，Christ’s Hospital と Cambridge
graduate の卒業生であった。London 以外で初めて数学の成人クラスを担当
した最初の人であった。」（Howson，［1982］，p．60．）と記されている。こ
のように，ニューカッスルでは，数学教育が盛んに行われていた。
Hutton は，1760年にニューカッスルで数学学校を開校する。23歳のとき
である。その新聞広告が図表3である。これによれば，教授内容は，代数，
幾何学，求積法，力学，円錐曲線構造，統計学，流体静力学，航海術，砲術，
地理学および天文学など多岐にわたっている。注目すべきは，「商人の勘定
佐賀大学経済論集 第45巻第3号
―6―
（すなわち，正確なイタリア式簿記法）」の記述がみられることである。し
かし，Hutton がどこでいつイタリア式簿記法を学んだのかは不明である。
この広告宣伝は，公立学校への入学を選択しなかった紳士を含む生徒を惹
きつけ，生徒数が増えて，より広い校舎へと移転をするほどであった。なお，
この紳士とは，Robert Shafto である。Hutton は，Shafto が College で学ん
だ数学の復習を手助けした。Shafto は Hutton の能力を評価し，彼の蔵書を
Hutton の講義のため利用させるだけでなく，さらに知識を満たすため利用
する機会を与えた（Bruce［1823］，p．7．and Howson［1982］，p．62．）。
Hutton は，1764年にニューカッスルで最初の教師のガイド，すなわちThe
School-master’s guide, or, A complete system of practical arithmetic を出版し
た。これは，Shafto の強い薦めによるもので，本書は Shafto に捧げられて
いる。1766年に第2版が出版されるが，ローマ記数，問題が本文に新たに加
えられ，付録として単式記入が添付されている（Bruce［1823］，p．8．）。
Hutton の人生の転機となるのは，1773年のロンドンのウーリッジの王立
図表3 開校の新聞広告
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陸軍士官学校数学教授への任命である。この任命に際し，Shafto が助力を
している（Bruce［1823］，p．14．and Howson［1982］，p．64．）。Shafto は Hutton
の恩人ともいうべきであるが，その経歴など不明である。Shafto が Hutton
の簿記の修得に何らかの関与をしているのではないかと考えられるが，
Shafto を知る前の開校の新聞広告ですでにイタリア式簿記法の教授を宣伝
していることから，直接的な関与はないと考えられる。しかし，その後の
The School-master’s Guide の第2版で単式記入，第3版で複式記入が含ま
れていることから，Shafto の蔵書などの利用をつうじて，簿記の文献に接
した可能性はある。また，Hutton は，1773年にウーリッジの王立陸軍士官
学校数学教授に任命されるまで，ニューカッスルではその名を知られていた
かもしれないが，全国的には無名であったことに留意する必要がある。この
ことは，『簿記書』の初版の出版年を検討する上で重要な要因となる。
Hutton が英国国内において有名となるのは，1778年に火薬に関する論文
で王立協会コプリー勲章を受賞してからである。さらに，地球密度の計算で
世界的に有名となる（Howson［1982］，p．66．）。この他，王立協会の正会
員となり外事秘書に就任したり，エディンバラ大学より法学博士の称号を授
与されたり，数学および哲学辞書の刊行，Ladies Diary の編集など多くの業
績があるが，Hutton の『簿記書』とは係わりがないのでこれ以上詳述しない。
なお，Hutton の『数学書』は，ウーリッジのアカデミーが1802年7月4
日にオープンした際にすぐに士官候補生の講義のテキストとして採用され，
1823年まで標準的なテキストとして採用され続けている。また，米国陸軍士
官学校でも採択された。Hutton の数学における貢献は，オリジナルではな
いが，有用で実用的であった（http://www-history.mcs.st-andrews.ac.uk/
Biographies/Hutton.html），と評されている。このことにより，長年にわた
りテキストとして採用されたのであるが，これは『簿記書』にも相つうじる。
4．Charles Hutton の『簿記書』出版について
Hutton が1764年にニューカッスルでThe School-master’s guide を出版し
たことはすでに述べた。Eldridge［1954］によれば初版と第2版，Hatfield
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図表4 The School-master’s guide の初版，2版および3版の比較
出版年 版 頁 出版地 備 考
1764 初 148 Newcastle
1766 2 191 Newcastle 付録：単式記入
1771 3 228 Newcastle 単式，複式記入含む。
and Littleton［1932］によれば第3版（カリフォルニア大学に所蔵），Yamey
et al．［1963］も第3版を掲げている。これらをまとめると，図表4のとおり
である。手元にあるのは，すべて“18 Century Corrections Online Print
Editions”である（網かけ部分は原著書を確認済み）。
1764年の初版の書名は，The School-master’s guide: or, A complete system
of practical arithmetic で，ニューカッスルで出版されており，148頁である。
図表5に第2版のタイトル表紙を示している。1766年の第2版の書名は，The
school- master’s guide: or, A complete
system of practical arithmetic, adapted
to the use of schools to which is added a
promiscuous collection of questions,
and a course of retail bookkeeping であ
る。第2版の序文によれば，初版との
相違は，ローマ記数，形式張らない問
題の収集を追加し，単式記入を付録と
して添付したことである。単式記入
は，152頁‐191頁（総数40頁）である。
1771年の第3版の書名はThe school-
master’s guide: or, A complete system
of practical arithmetic and Book-
keeping, both by single and double
entry. Adapted to the use of schools で，
算術が1頁‐136頁，単式記入が137頁‐
168頁（総数32頁），複式記入が169頁‐
図表5 The School-master’s guide: or, A
complete system of practical arithmetic
-----2nd ed.（1766）のタイトル頁
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228頁（総数60頁）である。なお，第2版と第3版の単式記入の頁数の主た
る相違は，本のサイズの相違による1頁当たりの字数および帳簿の配置によ
るものであつて，一部日記帳の取引の欠落はあるものの，内容に大きな相違
はない。
The school- master’s guide の次に出版されたのは，A complete treatise on
practical arithmetic and book-keeping: both by single and double entry:
adapted to the use of schools で，① Brown ed．［1905］，②Murray ed．［1930］，
③Hatfield and Littleton［1932］，④Yamey ed al.［1963］，⑤ハーウッド文
庫（久留米大学），⑥Eldridge［1954］および電子版により本書の出版年（ま
たは版），頁数，編者をまとめると図表6のとおりである（網かけ部分は原
著書を確認）。
A complete treatise on practical arithmetic and book-keeping は，Charles
出版年 版 頁 編者 出版地 出典 etc.
1778 5 ①
1781* 6 240 London
プ ラ ス43頁 のHutton 数 学 の
Supplement
1785 7 236
英国勅許会計士協会所蔵，大阪市
立大学（コピー製本）所蔵，④ p．240
1788* 8 240 London Hutton 数学の Supplement なし
1792* 9 236 London ④
1796 another edition 236 ①，④ Scotland
1798 251 ネットで検索
1800 ANew Edition 259 Alexander Ingram Edinburgh うち数学付録（23頁），ネット原著
1801 11 236 Alexander Ingram London ①，④ For C. G. & J. Robinson，⑤
1802 259 G. & J. Ross ネットで検索
1804 ANew Edition 259 Edinburgh ④
1805 ANew Edition 259 Edinburgh ④
1806 12 236 Alexander Ingram ①，④ For J. Johnson and others
1807** A New Edition 259 Alexander Ingram Edinburgh
数学付録（23頁）。③（カリフォ
ルニア大学所蔵），ネット原著⑥
1809 236 D. P. Adams U. S.A ⑤
1810 American edition 224 Alexander Ingram New York ③（イリノイ大学所蔵），⑤
1811 ANew Edition 243 Alexander Ingram London ⑤うち21頁は数学の付録増頁。
図表6 A complete treatise on practical arithmetic and book-keeping: both by single and double
entry: adapted to the use of schools の出版年
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Hutton による版（Hutton 版），Alexander Ingramの編集による版（Ingram
版），および James Trotter の編集による版（Trotter 版）の3つに分かれる。
Hutton 版は1798年まで，Ingram版は1800年から1834年，Trotter 版は1840
年以降である。
本書については，わが国において，「一世紀以上も重版が続いたのだから，
著者の知名度を別にして，名著だったに相違ない。幾人もの学者が改版に手
を加えたのはそのためであろう。」（西川［1982］，132頁）という好意的評価
がある一方，「この簿記書が，実に前世紀の中頃まで18版を重ねるロング・
セラーとなったのは，量・質ともに学校向けの初歩の教材として使いやす
かったためであろう。簿記書としての水準からいえば，18世紀のものである
ことを考慮しても，極めて低いといわざるをえない。英国の古典簿記書の中
では，ハットンの簿記書のような傾向のものは，むしろ数少ない方の部類に
入る。内容・形式等からみて，良い意味でも悪い意味でも，米国の簿記書の
圧倒的な影響下に編纂されたわが国の明治初期の簿記書にたいそうよく似て
いる。」（久野［1979］，212頁）という厳しい批評もある。
さて，1875（明治8）年に出版された宇佐川秀次郎訳『日用簿記法』の原
著書であるが，内閣文庫本にあり，「表題に『新版』（New Edition）の名が
付加され，出版年は表示されないが，例題に1855年の日付を用いているので，
ヤーメイらの書目にある1856年版の重版であろうと思われる。輸入の時期よ
り考えて，恐らく1871年版―であろうと推定される。」（鈴木［1986］，144頁）
1811 another edition 259 Edinburgh ④ Hawick. R. Armstrong
1826 再 Alexander Ingram ネットで検索，⑥
1834 18 Alexander Ingram ①
1840 ANew Edition 252 James Trotter Edinburgh ④，⑤
1843 252 James Trotter ネットで検索
1853 252 James Trotter Edinburgh ②，⑥
1856 ANew Edition James Trotter Edinburgh ④
1858 another edition 252 Edinburgh ④
1863 another edition Edinburgh ④
1871 ④
？ ANew Edition 252 James Trotter Edinburgh 内閣文庫本所蔵，筑波大学所蔵，④
*18Century Corrections Online Print Editions
** Reprint from the Collections of the University of California Libraries
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ものである。また，「国立公文書館にはハットン簿記書（A Complete treatise
on practical arithmetic and book-keeping, Edinburgh, Oliver & Boyd, 252 p）
が23部あり，印記により翻訳局（明治5年6月開設）と銀行学局（7年4月
開設）の旧蔵書だった可能性だったことがわかる。」（西川［1982］，133頁）
といわれているが，いずれにせよTrotter 版で頁数が252頁である。
Hutton の『簿記書』の版と出版年を検証する場合に，帳簿記入の開始年
月日を参照することが有用であると考えるが，図表7のように，ある期間に
おいて開始年月日が修正されておらず，場当たり的に版を重ねたことが窺い
知れる。このことは，当時の出版事情を知るうえで参考になる。また，Hutton
の『簿記書』の出版年を検証するうえで留意する必要がある。
出版年 版
帳簿開始年月日
単式記入帳簿 複式記入帳簿
1766 2 January1，1766 ------
1771 3 January1，1770 January1，1771
出版年 版
帳簿開始年月日
単式記入帳簿 複式記入帳簿
1781 6 January1，1777 January1，1778
1785 7 January1，1777 January1，1778
1788 8 January1，1783 January1，1789
1792 9 January1，1783 January1，1789
1801 11 January1，1783 January1，1788
1807 A New Edition January1，1783 January1，1789
1811 A New Edition January1，1783 January1，1788
1840 January1，1836 January3，1836
1852 January1，1836 January3，1836
1858 January1，1855 January3，1855
？ A New Edition January1，1855 January1，1855
図表7 Hutton の『簿記書』の帳簿記入開始年月日
The School-master’s guide: or, A completesystem of practical arithmetic---
A complete treatise on practical arithmetic and book-keeping: both by single and double entry:
adapted to the use of schools
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5．Charles Hutton の『簿記書』初版について
約1世紀にわたり版を重ねたHutton の『簿記書』初版については，わが
国の先行研究において，「ハットンのA complete treatise on practical
arithmetic & bookkeeping の初版出版の年は正確には判らぬが，第五版が
1778年であるから・・・・・・初版は，18世紀の中葉か又はその前に出たものであ
ろう。」（西川［1954］，148頁）との推測の域をでず，結局「ハットンの簿記
書は初版年の年が明らかでない」（西川［1982］，132頁）とされる。
西川［1954］は，初版の出版を「18世紀の中葉か又はその前」と考える。
Bruse［1823］によれば，Hutton の最初の著書は，前述のようにThe School
-master’s guide: or, A complete system of practical arithmetic（1764）である。
つまり，18世紀の中葉である。しかし，Hutton の経歴を辿辶ると，この時期
のHutton は数学教師として頭角をあらわしてきたとはいえ，全国的にはま
だ無名であった。Hutton がロンドンのウーリッジの王立陸軍士官学校数学
教授に任命されたのが1773年で，このときにニューカッスルからロンドンへ
転居し，全国的に有名になるのが1778年に王立協会のコプリー章を授与され
たときからであるから，その前にA Complete treatise on practical arithmetic
and book-keeping がロンドンで出版されたとは考えられない。ちなみに，A
Complete treatise on practical arithmetic and book-keeping の第6版は1781年
にロンドンで出版されている。つまり，Hutton のニューカッスル時代には，
第6版のようにロンドンで著書が出版される状況にはなかったのである。そ
れでは，The School-master’s guide 以外の著書をロンドン以外の場所（例え
ばニューカッスル）で出版したといえるであろうか。最初の著書であるThe
School-master’s guide にしても Shafto の強い薦めで出版していることを考
えると，その可能性は低いといわねばならない。しかも，単式記入と複式記
入を含んだThe School-master’s guide and Book-keeping, both by single and
double entry. Adapted to the use of schools（第3版）が1771年に出版され，
単式記入と複式記入を含んだそれとは別のA Complete treatise on practical
arithmetic and book-keeping（第5版）は1778年に出版されている（筆者は
出版地を確認できていない）。この7～8年間にA Complete treatise on
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practical arithmetic and book-keeping が4版を重ねたと考えるのは，期間的
にも無理がある。また，第4版について出版年など不明である。
なお，筆者は，第5版の原著書をまだ確認できていない。したがって，第
6版は，A Complete treatise on practical arithmetic and book-keeping の諸版
の中で原著書を読むことができる最も旧い版である。
Bruse［1823］によるHutton の経歴と『簿記書』出版を照らし合わせて
みると，1764年のThe School-master’s guide: or, A complete system of
practical arithmetic（初版）から1781年のA Complete treatise on practical
arithmetic and book-keeping（第6版）は連続しているという仮説をたてる
ことができる6。
そこで，The school- master’s guide: or, A complete system of practical
arithmetic, adapted to the use of schools to which is added a promiscuous
collection of questions, and a course of retail bookkeeping（第2版）とA
Complete treatise on practical arithmetic and book-keeping（第6版）の単式
記入の項の前文を比較してみると，図表8のとおりである。カッコの部分は，
図表8 Charles Hutton『簿記書』の比較
佐賀大学経済論集 第45巻第3号
―14―
£. s. d.
Mr. James Wilson, Schoolmaster, Dr.
s. d.
To 6 schoolmaster’s guides, at 1 4 2/1
-3 doz copy books ―― 2 6
-2 quires foolscap, ―― - 10
-2 quire thin post, ―― ――
-
-
-
-
8
7
1
1
3
6
8
-
- 18 5
27
全く同じである。その内容は，次のとおりである。
「ビジネスに従事しているほとんどの人々は，単式記入の講習を受けるべき
である。というのは，店の経営に役に立つからである。イタリア式記入だけ
は十分でないというのは，単式記入を用いる商人などが絶えず不満を口にす
るからである。それは，イタリア式記入のみを学んだ青年が最初に企業に採
用されると，ほとんど帳簿の管理に無知で，あたかも何も学ばなかったと同
じだからである。青年の中には，学ぶ時間がなかった者もいるし，イタリア
式記入を十分に理解する能力のない者もいるであろう。また，ビジネスにお
いて簿記係になることを望む多くの人々がいるが，イタリア式記入を諦めさ
せずに身に付けさせるには，単式記入を学ぶことが非常に役に立つ。イタリ
ア式記入のみを必要とする企業において簿記係の職にありつこうと考える青
年がいたとしても，それにもかかわらず，まず単式記入を教えるべきである。
それは，単式記入以外の方式を修得したいと望んでいてもである。単式記入は，
非常にやさしく，若い紳士と同様に淑女にも数週間で教えることができる。」
単式記入の記述内容については，第2版と第6版に相違はみられない。日
記帳の記入については，記入初めの年月日に1770年1月1日と1777年1月1
日の相違はあるものの，おおよそ同じである。ただ，取引内容と日付が相違
するものがいくつかみられる。
例⑴ 金額が相違するケース。
第2版の1月27日の日記帳の記入は次のとおりである。
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£. s. d.
Mr. James Wilson, Schoolmaster, Dr.
s. d.
To 6 schoolmaster’s guides, at 2 3
-3 doz copy books ―― 2 6
-2 quires foolscap, ―― 0 10
-2 quire thin post, ―― 1 0
0 1 0
1 3 8
27
£. s. d.
Sir Tonas Moor, Dr.
To a ream of thick post paper 1 - -
Sir Teffery Lawson , Dr.
oz dwt. gr. s. d.
To a silver punch‐
bowl



Wt 23 4 ― at 5 10
- a tankard ―― 10 3 6 ‐‐6 2
- a tea-pot and lamp 30 5 12 ‐‐7 3
- 6 plates ―― 73 11 5 ‐‐6 1
- 18 spoons ―― 41 - 10 ‐‐6 3
6
3
10
22
12
15
2
19
7
16
4
8
5 3/4
5 3/4
4 1/2
56 1 4
20
27
この記入が第6版では，次のようになっている。
この場合，金額が相違する。また，各取引の金額の明細がない。これは，
第6版すべての日記帳の記帳に当てはまる。
例⑵ 日付と取引内容が一致しないケース。
第2版の2月20日と27日の日記帳の記入は次のとおりである。
これに対する第6版の記入は次のとおりである。
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£. s. d.
Mr. WilliamWatson, Dr.
s. d.
To 2 gal. rum, at 10 0
- 4 -brandy, ― 10 0
- 2 -Eng. gin, ― 5 10
3 17 0
Sir Tonas Moor, Dr..
By cash received of him in full 1 0 0
20
27
例⑶ 日付と取引および金額が入れ替わっているケース。
4月24日と25日が入れ替わっている。このケースは，いくつか見られる
複式記入について，The school- master’s guide: or, A complete system of
practical arithmetic and Book-keeping, both by single and double entry.
Adapted to the use of schools（第3版）と第6版を比べてみると，次の点で
相違がみられる。
複式記入の記述について，Ⅰ．Of the Waste Book，Ⅱ．Of the Journal，
Ⅲ．Of the Ledger, Directions for the Learner の見出しに続く記述は同じで
あるが，第6版ではAdditional Observation の見出しのもとに追加記述があ
る。また，第6版では，第3版にはない仕訳帳から元帳へ転記する場合のルー
ルの記述が4頁にわたっている。
日記帳，仕訳帳および元帳の記入については，開始年月日が第3版では1771
年1月1日であるのに対して，第6版では1778年1月1日になっているのみ
で，その他の記入は全く同じである。この点は，単式記入の日記帳の記入と
は大きな相違がみられる。
6．おわりに
わが国のHutton『簿記書』の先行研究は，内閣文庫本にある『簿記書』
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の研究や宇佐川秀次郎訳『日用簿記法』と原著書との検証はあるものの，
Hatfield［1924］，Littleton［1933］，Brown ed．［1905］，Murray ed．［1930］，
Yamey et al．［1963］などの文献やニューヨークハーウッド会計図書目録の
書目よりその書名および出版年を掲げることに終始し，これらの各版の『簿
記書』を実際に手に取って比較検討したものではない。それは，当時の研究
環境の限界によるもので，そのことによって先行研究の成果をないがしろに
することがあってはならない。
近年におけるインターネットの発展，1923年以前の著作権が消滅した著書
のコピー版の出版，およびわが国の大学などの研究機関での文献収集により，
かつて手にすることができなかった文献を手にすることができるようになっ
た。これは，Hutton に係る文献についても例外ではない。
A Complete treatise on practical arithmetic and book-keeping: both by single
and double entry: adapted to the use of schools の初版について，書名により
判断して別物であるとか，出版年より判断して18世紀中頃かなどと主張され
るに止まっていた。それは，一部を除いてHutton の『簿記書』を手に入れ
ることができず，原著書を読むことができなかったことによる。実際に原著
書を手にして比較検討し，Hutton の経歴と照らし合わせてみると，書名は
相違していても，その系譜は連続していることが推測できる。つまり，Hutton
の『簿記書』初版は，The school- master’s guide: or, A complete system of
practical arithmetic に辿辶りつくことができる（実際には，1766年の第2版か
ら，簿記が記述される）。本稿では，このことを検証し仮説を提示した。
Hutton『簿記書』の研究は，Hutton がいつどこでどのようにして簿記を
修得したのか，分冊の出版状況など解明すべき問題が残っている。これらは，
今後の検討課題である。
（注）
1 本書には，簿記に係る部分について分冊があるが，本稿では取り上げず，別稿に譲る。
また，本稿では，Hutton の著書（『算術・簿記書』）の簿記に係る部分のみを考察対象
とする。
2 Hatfield［1924］は，Littleton［1933］（第1章「簿記の尊厳」）においてほぼそのま
ま取り上げられている。また，Baxter ed．［1950］，Littleton and Yamey ed．［1956］，
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Moonitz and Littleton ed．［1965］に収録されている。このことは，この論文の与えた衝
撃が計り知れないことを示している。
3 Hatfield は，簿記から会計への展開について述べている。したがって，簿記という場
合と会計という場合は，時代区分が相違する。本稿で会計という場合には簿記を含む。
4 原文は，“Three elements------. There are, first, parentage and lineage; second, the
company one keeps; third, the service which one renders community.”である。これにつ
いて，濱田［1986］は，「第1に家柄や血統であり，第2に会社がそれを備えねばなら
ないものであり，第3は社会に果たす役割である。」（濱田［1986］，201頁）と訳出して
いる。第1と第3の訳出は問題ない。第2の訳出であるが，小篠［1924］では「交友」
と訳出し，Littleton［1933］の翻訳において片野［1978］は「他の学問との交渉範囲」
と訳出している。筆者は，小篠［1924］の「交友」を適訳と考える。
5 本書では，英国の数学教育の歴史における著名な数学者9名を取り上げ，「4
CHARLES HUTTON」（Howson［1982］，pp．59‐72）で彼の経歴や業績が描かれてい
る。なお，経歴については，(Bruce［1823］）からの引用がある。
6 これに関連して，「エルドリッジの『書目』では，ハットンの簿記書としてA School
Arithmetic with a course on Book-keeping を掲げてあり，1764年（初版），1766年（再
版），イングラム補訂版（1807年，1826年），トロッター補訂版（1853年）をあげている
が，この書物はタイトルが違うので別物であろう。」（久野［1979］，212頁）という見解
が当然起こってくるであろう。
上記引用の箇所のEldridge の原文を示すと，次のとおりである
1764. Charles Hutton. A School Arithmetic with a course on Book-keeping. Reprinted
1766. Edition by A. Ingram, 1807 and 1826, and James Trotter, 1853.
（Eldridge［1954］，p．48．）
ここで，Eldridge は，1764年の書名をA School Arithmetic with a course on Book-
keeping としているが，筆者が確認できたのはThe School-master’s guide: or, A complete
system of practical arithmetic である。書名が間違っているのではないかと思われる。
1766年の再版の書名は，The school- master’s guide: or, A complete system of practical
arithmetic, adapted to the use of schools to which is added a promiscuous collection of
questions, and a course of retail bookkeeping で，付録に単式記入が付されている。
Eldridge は記述していないが，第3版から単式記入と複式記入が本文に追加されてい
る。それはともかく，Ingram版とTrotter 版の書名はA complete treatise on practical
arithmetic and book-keeping であるから，書名が違うのは事実である。
本稿では，書名が違うから別物であるとは言い切れないことを，原著書を比較するこ
とによって検証している。
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